
JP 5284375 B2 2013.9.11

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　可動性枠組装置であって、特に吊るされた天井用のものであり、
　　　内側フレームと呼ばれ、その基部に広がったウェブ（１２）が取り付けられている
フレームを含む枠組（４）と、
　　　外側フレームと呼ばれるフレームと、表面に取り付けられる底（８）とを含む枠組
用のハウジング（２）と、
　　　前記枠組（４）と前記枠組用のハウジング（２）とを連結させて、該枠組用のハウ
ジングに対して該枠組を傾斜させることのできるヒンジ組立体（２８）と
　を含み、
　前記ヒンジ組立体は、前記底に面している前記内側フレームの一つの面上に取り付けら
れた第１部材と、前記底に取り付けられた第２部材とを含み、該第１と第２の部材は、一
方が他方に対して回転可能なように取り付けられており、該ヒンジ組立体の２つの部材の
一方は摺動可能に取り付けられている。
【請求項２】
　前記第１部材は内側フレームに取付けられた滑り部材の上か、或いは前記枠組（４）の
内側フレームに直接形成された溝（４２）に摺動可能に取り付けられている請求項１記載
の装置。
【請求項３】
　前記第２部材が、前記底（８）から垂直に延伸している小さな板（３０）と、結合部材
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板（３６）とを含んでおり、該結合部材板は前記ヒンジ組立体の第１部材に対して回転可
能に装着されている請求項１から２の１つに記載の装置。
【請求項４】
　前記ヒンジ組立体が前記枠組用のハウジングの前記底と一体化されている請求項１記載
の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は可動性枠組装置に関する。この装置は壁や天井のような表面に取り付けられ得
る。
【背景技術】
【０００２】
　それは、内側フレームと呼ばれるフレームの基部に取り付けられて広がったウェブ（we
b）を備える枠組と、外側フレームと呼ばれるフレームと、表面に取り付けられる底とを
含む枠組用のハウジングと、前記枠組とハウジングとを連結させ、この枠組がこのハウジ
ングに対して傾斜可能なようにさせるヒンジ組立体とを含む。
　特に、ハウジングには照明手段を装着でき、ウェブは半透明タイプにできる。知られて
いるように、枠組はその剛性を強化するための強化要素を含んでもよい。
　広がったウェブの内面（掃除）と照明手段（掃除と蛍光管の交換）の両方のメンテナン
スを可能にするために、枠組は枠組用のハウジングに対し、軸周りに回転できるように取
り付けられている。
　枠組をハウジングに対して連結することは、特にフランス公報ＦＲ－Ａ－２　８８２５
８８によって知られている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明の目的は、枠組を傾斜させるための、同様な或いはより効果的な解決手段を提供
することである。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　それ故に本発明の対象は可動性枠組装置であり、特に吊るされた天井用のものであり、
　　　内側フレームと呼ばれ、その基部に広がったウェブが取り付けられているフレーム
を含む枠組と、
　　　外側フレームと呼ばれるフレームと、表面に取り付けられる底とを含む枠組用のハ
ウジングと、
　　　前記枠組と前記ハウジングとを連結させて、該ハウジングに対して該枠組を傾斜さ
せ得るヒンジ組立体と
　を含み、前記ヒンジ組立体は、前記底に面している前記内側フレームの一つの面上に取
り付けられた第１部材と、前記底に取り付けられた第２の部材とを含み、該第１と第２の
部材は、一方が他方に対して回転可能なように取り付けられている。
　この配置が、枠組用のハウジングに対する枠組の組み立てを容易にさせる。
【０００５】
　ヒンジ組立体の２つの部材の一つが、好ましくは摺動可能に取り付けられる。前記第１
部材の場合、一体化した滑り台部材の上か、または内側フレームに設けた溝に対して摺動
可能に取り付けられる。
【０００６】
　好ましい実施形態によれば、前記第２部材は前記底から垂直に延伸している小さな板と
結合部材とを含んでおり、該結合部材はヒンジ組立体の第１部材に回転可能に取り付けら
れている。
　好ましい実施形態によれば、前記第２部材が小さな板であり、この小さな板は、外側フ
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レームの平面に対して垂直な第１フランジと、該小さな板の平面に対して垂直な第２フラ
ンジとを含んでいる。
　ヒンジ組立体は、好ましくは枠組用のハウジングの底と一体に形成される。
【０００７】
　本発明を実施する一つのアプローチを、限定されない例として、添付図面を参照しつつ
以下に記載している。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】可動の閉位置、或いは操作位置にある可動性枠組装置の垂直断面図である。
【図２】開位置、或いはメンテナンス位置にある可動性枠組装置の垂直断面図である。
【図３】ヒンジ組立体の実施形態例図である。
【図４】他のヒンジ組立体の実施形態例図である。
【図５】可動性枠組装置の実施形態例の側面図である。
【図６】枠組がモータ駆動で動く場合の図１と図２の可動性枠組装置の垂直断面図である
。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　本発明に係る可動性枠組装置が図１と図２に図示されており、可動性枠組４を収容する
ためのハウジング２を含んでいる。
　本説明においては、枠組装置は天井に取り付けられるものとする。それ故にここで使用
される「上方」と「下方」は、垂直方向に関する相対的な位置をいう。例えば壁に取り付
けられた枠組装置の場合に更に一般的に言えば、「上方」と「下方」は、「底に面してい
る（又は底に近い）」と「底から離れている」を意味しているとして解釈されるべきであ
る。
【００１０】
　操作において、可動性枠組４は、図１に図示されているようにハウジング２内に収容さ
れており、図２に図示されるように、メンテナンスのためにハウジングから出て傾斜させ
られる。
　ハウジングはフレームを含んでおり、これは外側フレームと称され、四辺形を区画形成
する４つの側部６から作られており、これは底８に据え付けられている。このハウジング
は壁や天井のような表面に取り付けられ得る。枠組４は内側フレームと称されるフレーム
を含んでおり、これは４つの断面部材１０によって作られており、このフレームの基部が
広がったウェブ（web）１２に取り付けられる。
【００１１】
　図に示されているように、枠組は前記第１の広がったウェブ１２の上側に位置した第２
の広がったウェブ１４を備えることができる。例えば、第１の広がったウェブ１２は半透
明で、第２の広がったウェブ１４は透明である。特に、第２の広がったウェブは、その上
に付着し得てユーザーが視認できる埃や虫から第１の広がったウェブ１２を保護する役目
を持っている。
【００１２】
　図示の実施形態例において、可動性枠組装置は、内側フレームを強化するための強化手
段１６を付加的に含み、この強化手段は、枠組の内側フレームの対向する２つの断面部材
１０間に延伸する少なくとも１つの横材（stringer）でできている。それは底８に装着さ
れたネオン管１８のような照明手段をも含んでいる。
【００１３】
　枠組は、該枠組みの側部の一つに平行な軸２０の周りに回転することで傾斜できる。こ
の動きを可能にするために、図３と図４を参照して詳細に説明するヒンジ組立体が、可動
性枠組をハウジングに連結する。
【００１４】
　可動性枠組は、一方が内側フレームに取り付けられ、他方が外側フレームに取り付けら
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れた２つの部材２２ａ，２２ｂによって構成されたラッチによって閉位置に保持される。
　枠組を開にするのを助けるため、可動性枠組に釣り合い錘２４が設けられており、この
錘は、例えば図示のように、軸２０から離れて平行な断面部材１０内に設けられる。然し
ながら、釣り合い錘は強化手段上に位置することもできる。
【００１５】
　もしユーザーが望むなら、可動性枠組は、傾斜位置にそれを維持するための手段をも含
むことができる。例えば、これらの手段は、単純に、しなやかなコード２６や紐や鎖から
成る。
　本発明によれば、可動性枠組装置は、ハウジング２の底８と枠組４の内側フレームを連
結するヒンジ組立体２８を含む。
【００１６】
　ヒンジ組立体の第１実施形態例が図３に図示されている。実際に、この可動性枠組装置
は、内側フレームの対向する断面部材に位置して可動性枠組の回転軸を規定する２つのヒ
ンジ組立体を含んでいる。
　ヒンジ組立体は、上部が、滑り部材３２内でスライド可能になる、例えばＴやＬの形状
をした小さな板３０を含んでおり、この滑り台部材はハウジングの底８に固定されている
。このヒンジ組立体は、２つのボルト３５によって内側フレーム４の断面部材１０の上面
に取り付けられたブラケット３４も含む。
【００１７】
　小さな板３０とブラケット３４は結合部材３６によって連結されている。この取付方法
は、可動性枠組装置の組立、分解を容易にし、ハウジングに対する可動性枠組の位置の細
かな高さ調節を可能にする。
　ボルト３８は小さな板３０と結合部材３６とを強固に結合し、ブラケット３４がボルト
４０によって結合部材３６に回転可能に装着されている。
【００１８】
図１と図２に図示されているように、ハウジングにはその底に照明手段が設けられた場合
には、滑り部材３２を底に取り付けることも困難である。
　この場合には、図４に図示するように、ブラケットを滑らせるようにすることが都合が
良い。この図において、図３におけるものと同一の要素は同一の参照番号にしている。
【００１９】
　図４において、枠組（内側フレーム）の断面部材１０の上面は、断面部材１０に直接に
形成するか、断面部材１０に取り付けた滑り部材を構成する溝４２を含んでいる。小さな
板３０は、該小さな板３０の上部に形成した貫通孔４４を挿通して延伸するように図示し
ない２本のボルトを通すことでハウジングの図示しない底８に取り付けられる。
　ブラケット３４はその下面上に、Ｔ字状の断面形状を有し、溝４２の中で滑ることがで
きるランナー４６を含んでいる。
　図３のものは小さな板が摺動可能に取り付けられているので、図４に係るヒンジ組立体
は図３のものよりもハウジングの底のスペースを多く取らないで済む。
【００２０】
　図５は装置の側面図を示す。内側フレーム４の周囲には、内側フレームを外側フレーム
にフィットさせるために、例えばワイパー形状のシール４８が配設されている。この場合
、装置の開閉操作の補助をすべく、外側フレームの少なくとも一つの側部６に少なくとも
１つの圧力開放口５０が形成されている。美的観点から、全ての圧力開放口は格子５２で
覆うことが好ましい。
【００２１】
　図６は、図１と図２の可動性枠組装置の実施形態例の変形例であって、この枠組の動き
がモータ駆動である変形例を示す。この場合は、図１と図２の可動性枠組装置におけるよ
うには釣り合い錘はもはや必要ない。
　図６において、図１や図２の要素と同じ要素には同じ参照番号を付している。
【００２２】



(5) JP 5284375 B2 2013.9.11

　図６の装置は、しなやかなコードや紐２６を巻き取ったり巻き戻したりするために、図
示しないモータによって何れの方向にも回転駆動され得る軸５４を含んでいる。この機能
のために、可動性枠組が閉位置にある場合に、可動性枠組への紐の装着点の真上に位置し
た遊び滑車５６のような、少なくとも一つの遊び滑車をこの装置が含むことが好ましい。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図６】
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